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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 特別支援学校に通う，あるいは在宅訪問教育を受ける重複障害
倫理観 児，地域校に通う医療的ケア児などの今日的課題を理解し，共

生の理念に根ざした教育を実現する公共的使命感や倫理観
⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 特別支援学校学習指導要領に規定する「重複障害者等に関する
教育課程の取扱い」の意義や各規定の適用を判断する際の基本
的な考え方，およびカリキュラム・マネジメントについて理解
している。また，重複障害のある子どもの教育活動を支え実現
する上で不可欠な心理・生理・病理および指導法についての知
識・技能を習得しており，個別の教育的ニーズに柔軟に対応で
きる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 ダウン症候群など，病理的要因による障害幼児・児童・生徒の多くは重複障害を有している。この授業
では，重複障害の多様性と制約要因の複雑さを理解し，個に応じた発達援助の視点や方法を習得する。
具体的には下記の内容を扱う。
１）重複障害の定義，教育課程，カリキュラム・マネジメント
２）重複障害の心理・生理・病理と指導法
３）重度重複障害の心理・生理・病理と指導法

また，医療の進歩により在宅生活や通学も可能となってきた児童生徒の教育的なニーズが年々高まって
いる。そのような児童生徒の教育における今日的課題や対応について考察する。

(5)授業計画 全てオンデマンド方式で実施予定。

第1回　重複障害の定義，教育課程とカリキュラム・マネジメント【遠隔等】
第2回　重複障害の心理・生理・病理と指導法①重複障害の制約要因【遠隔等】
第3回　重複障害の心理・生理・病理と指導法②視覚・聴覚重複障害【遠隔等】
第4回　重複障害の心理・生理・病理と指導法③その他の重複障害【遠隔等】
第5回　重複障害の心理・生理・病理と指導法④超重症児・医療的ケア児の今日的課題【遠隔等】
第6回　重度重複障害の心理・生理・病理と指導法①制約要因と実態把握【遠隔等】
第7回　重度重複障害の心理・生理・病理と指導法②生理心理学的アプローチ【遠隔等】
　　　 授業アンケート

＜進め方＞
・上記第1回～第7回のテーマを、を入門編、中級編、上級編のステップに分けて進めます。
　入門編：①～⑦の基本的内容を概論的に網羅します。3.5コマ分程度の内容です。
　中級編：主に重度重複障害児を中心に、指導視点、授業づくり、医療的ケアの多職種連携などの実際
について紹介します。2コマ分程度の内容です。
　上級編：生理心理学について解説した上で、主に行動反応を捉えにくい重複障害児への活用について
事例を紹介します。2コマ分程度の内容です。

・各回に課題があります。eALPS上でコンテンツを視聴し、課題を提出することで次の授業へ進むことが
できます。
・初級編から順次、コンテンツを配信してゆきますが、各コンテンツには一定の受講期限があります（
各コンテンツの配信時に提示します）。
・受講期限を過ぎ、コンテンツ公開が終了した場合、次のステップに進むことができなくなります（不
可となります）。
・やむを得ない理由により受講期限までに受講できなかった場合は、規定に基づく申請を行い証拠の確
認の上で補充対応を行います。
・なお指定した補充方法を履行できなかった場合の再補充は行わない。

(6)成績評価の方
法

期末に行うテスト(60%)とレポート(40%)を総合して評価する。

(7)成績評価の基
準

・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可

重複障害，重度重複障害それぞれの心理・病理・教育について，
知識がある程度習得できていれば「水準にある」，十分に習得できていれば「やや上にある」，習得し
た知識の理解がある程度できていれば「かなり上にある」，知識が十分に習得できておりかつその理解
が十分なレベルであれば「卓越している」



(8)事前事後学習
の内容

重複障害は、視覚障害や知的障害などの障害が重複した状態である。そのため、事前学習として「特別
支援教育概論」または「特別支援教育特論」を受講しておくことが望ましい（並行しての受講でもよい
）。

配布資料については授業外の時間に十分な予習・復習を行い，さらに授業で講義した内容やキーワード
について図書館等を活用して調べ学習を行い，知識の習得と内容の理解を図ること。なお本科目は，授
業と授業時間外での自学自習とを合わせて45時間程度の学習を原則とする。

(9)履修上の注意 後期途中（11月頃）から授業を開始しますが、受講登録は、後期開始時の登録期間中に行ってください。
また、各オンデマンド授業の開始案内等はeALPS上で行いますので、eALPSを定期的にチェックしてくだ
さい。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

履修および授業内容についての相談は宮地（miyaji@shinshu-u.ac.jp）まで。

【教科書】 特になし。資料を配布する。
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